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人工妊娠中絶と経口中絶薬

○人工妊娠中絶の術式をめぐる状況

・ 令和２年に実施された人工妊娠中絶数は145,340件。

・ 中絶の外科手技については、掻爬法と吸引法があるが、WHO（世界保健機関）では、安全性の観点から、吸引法を
推奨している。

・ 厚生労働省は、令和３年７月２日に、子ども家庭局母子保健課長通知「人工妊娠中絶等手術の安全性等について」を
関係団体宛に発出し、国際的な動向を踏まえて、吸引法の周知をお願いした。

○経口中絶薬の薬事承認に向けた今後の見通し

・ 経口中絶薬のうち、ミフェプリストン及びミソプロストールについては、現在企業において治験・開発中。

・ 今後、企業から薬事申請されれば、有効性や安全性について、適切に審査を行う予定。

自然流産
（41,346件)

人工流産
(64,383件)

掻爬法 11,453(27.7%) 15,162(23.5%)
電動吸引法 5,375(13.0%) 18,693(29.0%)
電動吸引＋掻爬法 11,953(28.9%) 24,045(37.3%)
手動吸引 9,572(23.2%) 4,532(7.0%)
手動吸引＋掻爬法 2,993(7.2%) 1,951(3.0%)

自然流産と人工流産に対する手術方法
（2019）

施設数（計; 1,706）
方法 自然流産 人工流産
掻爬法 504(29.5%) 481(28.2%)
電動吸引法 215(12.6%) 241(14.1%)
電動吸引＋掻爬法 434(25.4%) 475(27.8%)
手動吸引 317(18.6%) 164(9.6%)
手動吸引＋掻爬法 96(5.6%) 68(4.0%)

施設ごとに最も選択されている手術方法
（2019）

Nakamura E, et al. Survey on spontaneous miscarriage and induced abortion surgery safety at less than 12 weeks of gestation in Japan. 
J Obstet Gynaecol Res . 2021 より引用、厚生労働省仮訳
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